
１０月セミナーを１０月２８日(土)午前 ９：３０～１１：３０に開催しました。 

会 場  愛知文教大学 ２０１教室   

テーマ ｢身近な問題からはじめる教育実践論文の書き方｣ 

講 師 学び合う学び研究所長 中島 淑子 先生 

今日の講座で学んだ中で重要だと思ったことは、書くことは振り返ることであり、成長につ

ながるということです。 

「人が何かのものを書くのはそのものを見るためだ」とロビン・G・コリングウッドは語っ

ている。見ることは書くことの中で経験として成長してゆく。見ている事物がどんなものであ

るかは、それを描いてしまうまでわからないと英国の哲学者は言う。教育現場で起きている事

実を書きとめ、空間的に立体的に展開している子どもたちの事実を立ち止まって見つめること

で、価値の認識がはじまる。今日の講座では、成果の検証が中心的なテーマとして語られた。

教室で起きている貴重な実践を後世に残すためには、教育の科学化を目指す必要を強く感じま

した。ありがとうございました。 

今日の講座で学んだ中で重要だと思ったことは、「文章でまとめる」こと。日々の実践・気づ

きをそのままにしないで、文章として記録するということです。 

講師の先生の論文にまつわる経験を聴きながら、教育における論文の位置づけを知ることが

できました。教育の特殊性が論文にも表れていると感じました。教育の向上を目指すために、

日々の経験や気づきを文章にまとめていくことからはじめ、そこにテーマ性を見出し、目的、

方法、結果、考察とまとめ上げていくことが重要なことだと思いました。教育は、なかなか科

学的に数値的表現が難しいが、教育の科学化を目指すことは忘れてはならないことだと思いま

した。 

日頃、学校現場で感じているモヤモヤを文章に起こし、少しでも科学的に分析をしながら、

記録していき、これからの教育のために少しでも役立つように取り組んでいきたいものです。

また、会の中で、いろいろと話し合うことができ、とても有意義な時間となりました。受動的

でなく、論議に参加していくことの重要性、楽しさも経験することができました。 

ありがとうございました。 

 


